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1969（昭和 44）年 「日本民族舞踊団」海外公演 「国立民俗舞踊団創設」の提案（雑誌『芸能』＊
鳥羽修郎）




1972（昭和 47）年 国際交流基金　設置 「日本民俗芸能保存センター」設立






1975（昭和 50）年 「第 2回アジア民族芸能祭」
1976（昭和 51）年 「第 1回アジア伝統芸能の交流（通称
ATPA）」
1977（昭和 52）年 「第 1回日本民謡まつり」
1978（昭和 53）年 「第 2回日本民謡まつり」 「第 2回アジア伝統芸能の交流（通称
ATPA）」
1979（昭和 54）年 「第 3回日本民謡まつり」
1980（昭和 55）年 「第 4回日本民謡まつり」
1981（昭和 56）年 「第 5回日本民謡まつり」 「第 3回アジア伝統芸能の交流（通称
ATPA）」
1982（昭和 57）年 「第 6回日本民謡まつり」
1983（昭和 58）年 「第 7回日本民謡まつり」
1984（昭和 59）年 「第 8回日本民謡まつり」 「第 4回アジア伝統芸能の交流（通称
ATPA）」
1985（昭和 60）年 「第 3回アジア民族芸能祭」の中で「第
9回日本民謡まつり」開催
1986（昭和 61）年 「第 10回日本民謡まつり」＊あわせて
国際公演開始
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芸能の取材、現地の型の習得がなされた 15。この調査に基づき舞台が作られ、1966年 3月 28
日には、舞踊家の青山圭男が構成・演出を手掛けた初の「海外向日本民族舞踊団国内発表会」
が開催されている 16。
8　8ミリ映画 2,586種目、録音テープ 4,803曲、スティールフィルム 86,000枚、スライドフィルム 13,000枚、
レポート 213冊。これらの記録の中には現存しない芸能が多く含まれるため研究資料としての価値も高いも
のとなっている。
9　「日本郷土芸能研究会第 10集　花風流（近畿編）民俗舞踊 10年の歩み」『歌劇』通巻第 499号、宝塚歌劇
団出版部、1967年 4月、p.50。
10 　「日本郷土芸能研究会第 11集　祭」『歌劇』通巻第 523号、宝塚歌劇団出版部、1969年 4月、p.60。
11 　山路興造「東南アジアの日本民族舞踊団」『民俗芸能』通巻 42号、1970年 10月、p.69。
12 　江口博「日本民族舞踊団海外公演の報告書」『民俗芸能』通巻 30号、1967年 9月、p.64。
13 　山路興造、前掲論文、p.69。




























17 　江口博「日本民族舞踊団海外公演の報告書」『民俗芸能』通巻 30号、1967年 9月、p.64。
18 　江口博「民俗舞踊の海外公演（下）」『芸能』第 10巻 3号、1968年 4月、pp.40-43。


















































































































22 　鳥羽修郎「国立民俗舞踊団創設の急務」『芸能』第 11巻第 8号、1969年 8月、pp.31-37。
23 　高橋秀雄・西角井正大・本田安次・黒沢隆朝・郡司正勝・宮尾しげを・山路興造「座談会　アジア民族芸
能祭をめぐって」『民俗芸能』通巻 35号、1969年 1月、pp.73-78。
24 　江口博「東欧共産圏を行く―日本民族舞踊団の報告書―」『芸能』第 11巻第 7号、1969年 7月、pp.41-44。




















































































































【資料７：ACCU「アジア音楽共通教材共同編集事業　Co-production of Educational Material 
on Asian Music 準備会議】（配布資料に基づく）
　参加国： アフガニスタン、バンクラデシュ、ビルマ、インド、インドネシア、イラン、大韓民国、日本、
クメール、マレーシア、ネパール、シンガポール、スリランカ、タイ、ヴェトナム共和国














































educational Material on Asian and the Pacific ＝ Asian/Pacific Music Materials Co-
Production Programme (MCP)」の刊行物】
＊ Folk and Traditional Musics of Asia for Children (1975-77)
　（アジアのわらべ歌と伝統音楽　Vol 1-3）各巻　解説書　LP 3枚（カセットテープ版 1992）」
　・内容：代表的な伝統音楽／民俗音楽の器楽曲と声楽曲（子ども向け・小中学校の補助教材用）
＊ Instrumental Music of Asia and the Pacific (1978, 1983, 1985)
　（アジア・太平洋の伝統器楽曲　Vol 1-3）　各巻　解説書　カセットテープ 3巻
　・内容：伝統器楽曲　（青少年と成人対象　ラジオ・テレビ番組用）
























































37 　Foreword, KOIZUMI Fumio, TOKUMARU Yoshihiko, YAMAGUCHI Osamu Ed. Asian Musics in an Asian 









【資料９：「アジア伝統芸能の交流（ATPA）」Asian Traditional Performing Arts】
第 1回　アジア伝統芸能の交流 1976　「日本音楽の源流を訪ねて」
　参加国：インドネシア、日本、マレーシア、フィリピン、タイ
























































































































●第 1回　アジア伝統芸能の交流 1976　Asian Musics in an Asian Perspective
文献
KOIZUMI Fumio, TOKUMARU Yoshihiko, YAMAGUCHI Osamu Ed. Asian Musics in an Asian 
Perspective: Report [Asian Traditional Performing Arts 1976], The Japan Foudation, Tokyo: HEIBONSH 
LIMITED. PUBLICATIONS, 1977
CD
日本音楽の源流を訪ねて：東南アジア篇：タイと日本＝ ASIAN MUSICS IN AN ASIAN 
PERSPECTIVE: THAILAND & JAPAN小泉文夫の遺産：民族音楽の礎 9
日本音楽の源流を訪ねて：東南アジア篇：マレーシアと日本＝ ASIAN MUSICS IN AN ASIAN 
PERSPECTIVE: MALAYSIA & JAPAN小泉文夫の遺産：民族音楽の礎 10
日本音楽の源流を訪ねて：東南アジア篇：インドネシアと日本＝ ASIAN MUSICS IN AN ASIAN 
PERSPECTIVE: INDONESIA & JAPAN小泉文夫の遺産：民族音楽の礎 11
日本音楽の源流を訪ねて：東南アジア篇：フィリピンと日本＝ ASIAN MUSICS IN AN ASIAN 





●第 2回　アジア伝統芸能の交流 1978　Musical Voices of Asia
文献
KOIZUMI Fumio, TOKUMARU Yoshihiko, YAMAGUCHI Osamu Ed. Musiccal Voices of Asia: [Report 
Asian Traditional Performing Arts 1978], The Japan Foudation, Tokyo: HEIBONSH LIMITED. 
PUBLICATIONS, 1980
CD
アジアのうた：アジア伝統芸能の交流：イランとインド＝MUSICAL VOICES OF ASIA: ASIAN 
TRADITIONAL PERFORMING ARTS 1978: [IRAN, INDIA]、小泉文夫の遺産：民族音楽の礎 13
アジアのうた：アジア伝統芸能の交流：インドとビルマ＝MUSICAL VOICES OF ASIA: ASIAN 
TRADITIONAL PERFORMING ARTS 1978: [INDIA, BURMA]小泉文夫の遺産：民族音楽の礎 14
アジアのうた：アジア伝統芸能の交流：モンゴルと日本＝MUSICAL VOICES OF ASIA: ASIAN 




　中学校の音楽教科書は 2年～ 4年ごとに改訂される。音楽教科書を刊行している 2社のう
ちの一つ教育出版の教科書では、1997年版～ 2012年版までずっと「アジア伝統芸能の交流
























＊『中学校音楽科教科書教材集』（平成 14～ 17年度用）世界の民族音楽と楽器　COCE-31610～ 2
　『中学校音楽科教科書教材集』（平成 18年～）世界の民族音楽と楽器　COCE-33396～ 8
　・フィリピン〈トガトン〉〈トガリ〉
　・ミャンマー　〈サウンガウ〉
　・モンゴル　〈オルティンドー〉〈ホーミー〉
◯教科書
＊『中学音楽』（平成 9年版）教育出版
　・ミャンマー〈サウンガウ独奏〉
　・モンゴル　〈オルティンドー〉
＊『中学音楽　音楽のおくりもの』（平成 13年版）教育出版
　・ フィリピン「竹の楽器に親しもう」（〈クビン〉〈トガトン〉〈トガリ〉）「トガトンをつくって演
奏してみよう
　・モンゴル　〈オルティンドー〉〈ホーミー〉
＊『中学音楽　音楽のおくりもの』（平成 24年版）教育出版
　・フィリピン「トガトンのつくり方」「トガトンを演奏してみよう」
　・ミャンマー〈サウンガウ〉
　・モンゴル　〈オルティンドー〉
－51－
　特に第 1回にフィリピンのルソン島北部カリンガの人々によって紹介された竹の楽器群のう
ちの一つトガトン 40（竹筒）は、竹を通しての我が国の音楽文化との比較にもつながり、楽器
づくり、アンサンブルなどさまざまな活動として教科書に取り上げられるようになった。また、
視聴覚教材でも取り上げた第 2回「アジアのうた」にモンゴルから招聘されたノロヴバンザト
によるオルティンドーの圧倒的な演唱は、世界の諸民族の音楽を代表するにふさわしい歌声と
して、中学校、高校を通して教科書に掲載され続けてきた。
５　まとめ
　以上、1960年代～ 70年代における一連の事業をそれぞれの視点から辿ったが、アジアの伝
統芸能との出会いは、第一にそこに関わる人間同士の出会いともなったことが指摘できる。す
なわち、文化行政の関係者、大学等の研究機関に所属する研究者や実演家（演奏家、舞踊家）等、
日本の民俗芸能、伝統芸能をめぐり様々な立場の専門家がそこに関わり、活発な議論が行われ
た。このことは、それまでのこの分野においては画期的な出来事であった。
　そして、第二に、こうした様々な専門家たちにとって、アジア各国の伝統音楽と比較対照し
ながら自国の伝統と向き合うことは、その価値を再発見する機会ともなっている。さらに、「何
を自国の代表とするか」という難しい問いに対し、日本民族舞踊団による舞台化や「アジア伝
統芸能の交流（ATPA）」の公演、またアジア音楽共通教材共同編集事業や ATPAにおける教材
作成を通して、その選定や編成のあり方などが様々に検討され試みられたことの意味は大きい。
　第三に、それらを次世代にどのように残していくかという課題に対して、アジアの伝統音楽
について様々な視聴覚資料を用いた教材作成が行われたことは非常に画期的なできことであっ
たし、また実現しなかったものの日本でも国立の民俗舞踊団を設立しようとする動きはこの時
代だからこそ生まれた動きであったと言えるだろう。
　本稿ではアジアの伝統芸能との出会いについて、当時何が行われたかという資料の提示を
主たる目的としたため、その後の展開について歴史的にとらえることは行っていない。今後、
1960～ 70年代のアジアの伝統芸能との出会いについてさらに資料を補填しながら、現在に至
る音楽文化の在り方に当時の出会いが何をもたらしたかを歴史的に追っていきたいと考えてい
る。
　最後に、本稿は、2014年度に「博士共同研究 A」において報告した内容をまとめたものである。
「博士共同研究」は音楽研究に関わって多様な専門を持つ教員と学生が一同に会して、同一の
テーマを多面的な視点で検討していく点に特徴がある。本稿のテーマとした「1960～ 70年代
40 　竹を節の下でカットし、下端は閉じていて上端は開いている竹筒の楽器。竹筒の長短で音の高さ変えた 6
本一組で演奏される。
－52－
のアジアの伝統芸能との出会いが生み出したもの」についても、福田が日本の民俗芸能公演と
保護政策の視点からとらえたものと、加藤が教育の視点からとらえたものとでは、同じ年代の
動きについても取り上げ方が大きく異なっている。また、加藤の場合、ここで取り上げたユ
ネスコアジア文化センターと国際交流基金による二つのプロジェクトに当時アシスタントとし
て参加しており、その後の音楽教育への取り上げ方についてもかなりの部分で当事者として関
わってきている。一方、福田は 1960年代～ 70年代より後の世代として、当時の新聞記事や研
究雑誌等を資料としながら、当時の動きを客観的にとらえている。当時を知る者としての現場
サイドからの問題の取り上げ方と、知らない者として資料をもとにした取り上げ方という、立
場の違いからくる、同じイベントへの見つめ方の違いも興味深く、ここに専門や世代を超えた
共同研究の意義があると言えるだろう。
